SURGICAL REPORT

Patient's name: 

Diagnosis for surgery: 右膝内側半月損傷

Surgical procedure: 鏡視下半月切除術

Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.

Method of anesthesia: 

Duration of surgery: h min

Blood loss:

Blood transfusion: 

Transfusion: ml

Amount of urination: ml

Surgical finding and process:

全身麻酔下に患者を仰臥位とし徒手検査をした。Lachman test、Jerk test、medial/lateral instabilityは陰性だった。右下肢をイソジンで消毒した。Esmarch で駆血してair tourniquet の圧を280mmHgに維持して手術を開始した。関節内に生食50mlを注射した。膝関節を90°として関節裂隙を確認し、膝蓋腱より一横指外側に7mmの横切開を加えた。鋭棒を45°-45°で刺入して鈍棒に代えて関節内に刺入した。30°斜視鏡に代えて関節内を観察した。関節内は膝蓋上嚢、PF関節、内外側の谷とも正常であった。内側の谷から内側関節裂隙に関節鏡を進めた。内側半月は後節に水平断裂を認めた。大腿骨内顆荷重面後方に軟骨損傷を認めた。顆間窩のACLは正常であった。プローベを内側関節裂隙から刺入してACLのプロービングを行ったが明らかな断裂や不安定性は認めなかった。膝関節を御座位として外側関節裂隙に関節鏡を進めた。外側関節裂隙も正常であった。関節軟骨に明らかな損傷を認めなかった。シェーバーミニを刺入して内側半月後節切除を開始した。適宜ベイパーを用いて関節軟骨を損傷しないよう愛護的に半月切除を施行した。内側半月後節は辺縁1/6を残してベイパーで面取りを行った。関節腔内を生食2000mlで洗浄した。皮膚を4-0ナイロンで縫合して手術を終了した。
